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小麦品種「ゆきちから」の製パン適性を高める穂揃期追肥 

［要約］「ゆきちから」の穂揃期に窒素成分を４㎏/10a 追肥すると、パン用小麦のタンパク質含有率

基準値 11.5～14.0％を満たし、製パン適性が高い小麦を生産できる。 
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［背景・ねらい］ 

農林水産省が小麦の品質評価項目として定める、タンパク質含有率のパン用基準値は 11.5～

14.0％である。新潟県では製パン加工用として小麦品種「ゆきちから」の栽培面積が増加傾向に

あるが、従来の止葉抽出期までの追肥体系では基準値を満たせず、タンパク質含有率を高める

施肥体系の開発が望まれる。そこで、小麦生産地で主に行われている穂揃期追肥の、新潟県に

おける適正施用量を明らかにし、製パン適性が高い小麦の安定生産を図る。 

 

［内容］ 

１ ほ場全体の茎数の８割程度が出穂する「穂揃期」に窒素成分を４㎏/10a 追肥することで、タン

パク質含有率基準値を満たす（図１）。 

２ 穂揃期追肥は食パンの膨らみを良好にし、柔らかくなる（図２、表１）。 

３ 窒素成分８kg/10a の穂揃期追肥は、遅れ穂が多くなり（表２）、未熟粒の割合が高まる。 

４ 穂揃期追肥は収量、千粒重及び容積重への影響がほとんどない（表２）。 

 

［導入効果］ 

パン用小麦のタンパク質含有率基準値を満たし、製パン適性が高い原料を生産できる。 

 

［導入対象］ 

小麦生産者 

 

［留意点］ 

１ 穂揃期追肥は製パン適性を高める追肥法であり、増収効果は小さい。 

２ 本成果は新潟県長岡市の細粒質グライ土壌の水田転換畑において、穂揃期追肥の前の施肥

体系として、10a当たり窒素成分で基肥を６kg、追肥を消雪後に３kg、茎立期に２kg、止葉抽出期

に２kg 施用した条件下における結果である。 



［具体的データ］ 
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注　子実水分12.5％換算した結果である

図１　穂揃期追肥量の子実タンパク質含有率への
　　影響
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 注　平成28年産小麦を使用
図２　食パン断面と比容積

追肥量0kg/10a 追肥量4kg/10a 追肥量8kg/10a

比容積4.0ml/g 比容積4.3ml/g 比容積4.6ml/g

表１　穂揃期追肥量と食パンの官能評価

０kg/10a -0.29 -0.10 -0.19 -0.29 0.15 -0.05 0.10 0.05
４kg/10a 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

８kg/10a -0.29 0.67 ** -0.19 0.24 0.33 0.24 0.19 0.24

注１　平成28年産小麦を用いた結果である

    総合     味    食感   くちどけ
窒素

追肥量
しっとり感　　弾力柔らかさ    香り

注３　**は窒素追肥量４kg/10aの間で、１％水準で有意差があることを表す
注２　窒素追肥量４kg/10aを基準に、パネラー21名の評価を点数化 (-4～4)した平均値である

０kg/10a 82 8.3 299 24 383 42.1 857 10.1
４kg/10a 81 8.4 311 28 376 42.7 860 12.4
８kg/10a 81 8.4 317 59 415 43.1 854 14.1

表２　穂揃期追肥量と成熟期の生育、収量及び品質

窒素
追肥量

稈長
(cm)

穂長
(cm)

有効穂数
(本/㎡)

注１　平成27、28年産試験の平均値である
注２　収量、千粒重及び容積重は篩い目2.4mm以上の子実による結果である

タンパク質
含有率
（％）

容積重
(g/L)

千粒重
(g）

収量
(kg/10a)

遅れ穂数
(本/㎡)


